
熊毛小学校と武蔵東小学校が取り組んでいる「人権の花」運動の一環として、児童が
育てた花の種を風船に付けて飛ばすイベントを、秋の運動会で地域の方々と一緒に行
いました。特別ゲストの人権啓発イメージキャラクター「人KENまもる君」「人KENあ
ゆみちゃん」も参加。児童会長の合図とともに一斉に飛ばした風船は、北九州市や山
口県まで飛んでいき、拾った方々からお手紙や電話がありました。
子どもたちのやさしい心が届いた素晴らしい一日となりました。

「人権の花」運動  風船飛ばしイベント9月29日炎に突進、火の粉が襲うケベス祭り10月14日

舞台で輝く 国東の名役者たち
第12回くにさき演劇祭

10月26日

10月6日

しめやかに献穀斎田抜穂式
10月７日

日本風景街道を歌に込め
松原のぶえさん熱唱10月10日

▲熊毛小学校（9月29日）

▲安岐町富永の地で生涯を送ることを決心する梅園（英ちゃん劇団）

▲頓兵衛が娘・お舟に
   襲いかかる
 （国見歌舞伎）

▲武蔵東小学校（10月6日）

けんこくさいでんぬきほしき

日本風景街道に登録されたことを広くア
ピールするため、大分県出身の歌手、松原の
ぶえさん・花岡優平さんの2人が市役所を
訪れました。松原さんは、川野幸男副市長に
新曲『しあわせの旅路～別府湾岸・国東半
島海べの道編～』の完成を報告。「風景の美
しさや地域の良さを応援するできるように
歌いたい」と意気込みを語りました。
その後、アストホールに集まった約100人
の市民に、特別に歌を披露してくれました。

力作揃い「川舟祭」
写真・絵画展表彰10月13日

安岐町川舟祭を題材にしたフォト・絵画コ
ンテストの表彰式が安岐地区公民館で開催
されました。川舟祭保存会（木付親次会長）
の主催。写真の部は、締め込み姿の男たち
が海に飛び込む姿を写した野上昭一さん
（国東町）の「熱っち!!」が、絵画の部では、「川
舟神幸」を題材に描いた愛宕稜介君（安岐
小2年）の作品が最優秀賞に選ばれました。
なお、応募作品は、11月10日～24日、
大分空港出発ロビーで展示されます。

国見町櫛来の岩倉社で「ケベス祭り」（国選択無形民俗文化財）が行われました。
午後7時半を迎えた頃、奇妙な面を着け御神火に飛び込もうとするケベスを、火を
守るトウバの男たちが阻止しようと格闘が始まると、会場は緊張と興奮に包まれ
ました。祭りのクライマックスでは、トウバたちが燃え盛るシダの束を持って駆け
回ると、逃げ惑う観客の悲鳴が境内に響
き渡りました。
なお、今年のケベス役には、国見町櫛来

（須川）出身の梶原圭介さん（20）が選ば
れ、大役を無事に務めました。

第12回くにさき演劇祭がアストくにさきのアストホールで開催され、市内の2団
体が公演しました。国見歌舞伎保存会は「神霊 矢口渡～頓兵衛住家の段」を熱演。英
ちゃん劇団は「人間・三浦梅園」と題して、三浦梅園の人物像を演じました。幼少時
のシーンでは、国東小学校の児童や旭日幼稚園の園児が出演。安岐中央小学校の
児童は「梅園先生をたたえる歌」を合唱しました。

なお、結成20周年を迎えた国見歌舞
伎保存会は、11月17日（日）午後1時か
ら、国見生涯学習センターみんなんかん
で記念公演を開催予定。特別ゲストとし
て市長・議長・教育長らによる「白波五
人男」も出演します。

御田植祭で有名な安岐町諸田区の江口重利さんの田んぼで、宮中の
新嘗祭に献上する米を刈り取る「抜穂式」が行われました。三河市長や関係
者、刈女役の子どもたちが鎌を使って刈り取った稲を、献穀主の江口さん
がひもで束ね、村田友教区長が神前に供えました。
10月下旬、皇居で奉納した江口さんは、「農業一筋でやってきたことが

認められた。大変光栄で嬉しい」と喜びを語りました。

にいなめさい

かりめ

しんれい やぐちのわたし とんべえ    すみか だん
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